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1  は  じ  め  に

培養変異系統作出を効率化するため,「あきたこまち」

を用い
.迅
速プロトプラスト培養法'を開発 した1ヽ 本法

では培養開始 2週間後の初期カルスをプロトプラスト単離

材料及びナース細胞とすることができるため,短時間で簡

便にプロトプラスト再分化個体作出ができる。これらの後

代について変異形質とその出現頻度を明らかにし,本法の

育種利用性について検討した。

2試 験 方 法

(D 迅速プロトプラスト培養法による再分化個体作出
プロトプラスト培養 1回につき10種子胚分の初期カルス

を単離材料,約200μ lを ナース細胞とした。単離と培養
は大槻の方法に従い,計 5回の培養でプロトプラスト由来
カルス2,695個から1%緑色再分化個体を得た。
12)再分化当代の調査

葉緑体変異はアルピ′を指標とし,稔実率はガラス温室

内で栽培した97個体の最長穂について調査した。 4倍体は

予備実験により穎花長と染色体数との関連を確認した上 ,

観察により判定した。

(31 自殖一代目の調査

1個体からの 1穂を 1系統とし,4倍体と不稔個体を除
く52系統を供試した。慣行法で育苗じ中苗 1本植えで各系

統20株定植し15株について調査した。葉緑体変異は育苗期

の葉色を指標とし検出した。到穂日数は定植日から出穂期

までの日数とした。稗長,穂長,一穂籾数,稔性は最長稗
について調査し,穂数は遅れ穂を除いて計数した。変異系

統は分散分析で原品種「あきたこまち」と1%の危険率で

有意差のあった系統とした。

(4)プロトプラスト培養が変異幅に及ぼす影響
初期カルス再分化系統から選抜した早生化系統 (97043,

97044)及 び晩生化系統 (97029,97070)と の比較により,

出穂性変異幅への影響を調査した。

3 試験結果及び考察

0)再分化当代での形質
葉緑体変異出現率は 1%以下と (表 1)低頻度であった
が,稔実480%以上の高稔性個体は43個体のみであった

表 1 プロトプラスト再分化当代の変異形質

4倍体
05・

412・・

注 *:アルビノ再生カルス数/置床数×100
**:4倍体変異個体数/再分化個体数×100

表2 プロトプラスト再分化当代の稔実率・頻度分布

21- 40
41～ 6D

61～ 80

81-100
注 *:稔実率=稔実籾数/総籾数×100

(表 2)。 これは4倍体出現率力率0%であった (表 1)こ と
による。プロトプラスト培養により倍数体出現率が高くな

ることが知られており。,本法の結果はこれと一致する。

(21 自殖一代目の特性調査

不良形質 2形質及び農業形質 5形質の変異について調べ

た (表 3)。 アルビノや葉色変異個体分離系統は検出され

ず,この培養系での葉緑体変異出現率は 1%以下であるこ
とが示唆された。稔性変異は,不稔分離,低稔性 (稔実率
60%以下)分離,稔性低下 (原品種と危険率 1%で詢
の 3種類が検出され,出現率は30%であった。農業形質の

変異は出穂期,秤長,穂長,穂数,一穂籾数の 5形質で ,

穂数を除く4形質では両方向で,計 9種類の変異が検出さ

れ,多種類の変異が誘発されていることが示唆された。ま

た,変異出現頻度は形質により異なり,諄長と穂長では35

%と 高く,他の3形質では10～ 15%であった。

変異系統出現率と変異形質重複数を調べた結果を表 4に

示した。再分化系統の93%にあたる48系統で変異が検出さ

れ,高頻度で変異系統が得られることが明らかになった。
このうち28系統は重複変異系統であり,重複形質数は最多
4であった。また,重複形質数が多い系統ほどその出現率

は減少し稔性変異と重複する傾向が認められた。このため,
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表3 プロトプラスト再分化系統自殖一代目の変異形質

晩生       7     11
秤長    長繹       1      2

短拝       21     34
穂長    長穂       19     31

短穂       1      2
穂数    増        0      0

減       10     16
-穂籾数  増        5      8

減       1     2
稔性    不稔分離     2      3

低稔性分離    7     11
低下      11     18

注 *:出現率=変異系統数/供試系統数 X100

表4 プロトプラスト再分化系統自殖一代目の重複変異

出穂期―澤長―穂長 (1)

注 *:出現率=変異系統数/供試系統数X100

本法では 1～ 2変異形質の有用系統選抜が期待できる。

(31 迅速プロトプラスト培養の出穂性変異への影響

本法による再分化系統の到穂日数の変異幅は早生早の

「たかねみのり」力'ら中生晩の「ササ
ニシキ」までの範囲

であった。初期カルス由来系統との比較により,晩生化の

方向でのみ変異幅の拡大が認められたことから (図 1),

本法は晩生系統運抜には有効であるが,極早生系統選抜ヘ

の利用性は低いと考えられる。
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図 1 自殖一代目での到穂日数・頻度分布

注 1 *:定 植日より出穂期までの日数。
2 97043と 97044は初期カルス再分化系統での早生化
系統,97029と 97070は晩生化系統である。

4 ま

迅速プロトプラスト培養法は培養開始 2週間後の初期カ

ルスを用いる培養系である。本法で得られた「あきたこま

ちJ再分化系統では90%以上が変異系統であり,5つの農
業形質に関し9種類の変異系統が検出され,多様な変異系

統の選抜に利用できることが示唆された。また,変異形質

数 1～ 2の系統から稔性変異を伴わない系統が多数検出さ

れたことにより有用系統育成が可能と考えられる。プロト

プラスト培養による変異幅拡大は晩生化の方向のみで認め

られ,極早生化への利用性は低いことが示唆された。
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変異  系統数 出現率・ 稔性との重複形質 (系統数)

3    11     20   出穂期―穂長(1),穂長―瀬数(1
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